
SUSTAINABILITY
REPORT
2024

株式会社斎藤英次商店



01

目次

編集方針 …………………… 02

Zero Carbon  ……………… 03

Zero Waste ………………… 04

SCOPE1･2･3 ………………… 05

マテリアルフロー ………… 06

委員会活動実績 …………… 07

財務・非財務ハイライト … 09

Activity …………………… 11

会社概要 …………………… 17

拠点一覧 …………………… 18



編集方針

本レポートは、当社の「事業活動を通じて社会に貢献していく」という姿勢を幅広
いステークホルダーの皆さまに、より明確にお伝えすることを目的にESG（環境・社会
・ガバナンス）全体の取組みについて報告しております。

環境報告ページでは、可能な限り定量的なデータを開示しており、社会やガバナン
スページでも、適時・適切な情報開示に努めております。

発行時期

発 行 : 2025年 3月
次 回 : 2026年 2月

報告範囲

対象組織 : 株式会社 斎藤英次商店
対象期間 : 2024年度（2023.11～2024.10）

参考にしたガイドライン

・環境庁「環境報告ガイドライン（2018年版）」
・ISO26000「社会的責任に関する手引き」

作成部署・お問合せ先

株式会社斎藤英次商店
イノベーション推進部

URL：https://www.saito-eiji.co.jp
E-mail：support@saito-eiji.co.jp
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自社HP
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Zero Carbon 事業活動で発生するScope1・2のCO2をJ-クレジット

購入で相殺し、（名目上の）カーボンニュートラルを達成しまし
た。土気営業所 太陽光パネル
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Zero Waste
松戸営業所 フリーマーケット出品

Zero Wasteビジョン推進 「ありとあらゆるリサイクル」 を
行っています。

取り扱った経験のない品物も、ご依頼があれば恐れず回収し
リユースやリサイクルを模索します。今期は初めて松戸営業所
からフリーマーケットへの出店を果たしました。
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SCOPE1・2・3

2022年～2029年の目標（中期目標）

環境活動の目標

※単位：t-CO2e
※「---」は計測不可か対象なし。
※係数・原単位…グリーン・バリューチェーンプラットフォーム_排出原単位DataBaseから

カテゴリ
2024年度
CO2排出量

2024年度総排出量 2029年度目標 達成率

Scope1 車両等燃料 1,423

1,483 1,430 96.3％
Scope2

非化石証書付
電力

0

通常電力 59

カテゴリ CO2排出量

Scope3

1 ---

2 318.11

3 0.00

4 861.89

5 ---

6 18.07

7 124.59

8 1.47

9 ---

10 ---

11 ---

12 ---

13 0.00

14 ---

15 ---

参考として

2024年度よりCO2排出量分のJ-CREDITを購入すること
で、Scope1・2のカーボンニュートラルを達成していま
す。

しかしVision2046における中長期のロードマップで
は実際CO2排出量について目標を設定しており、ベンチ
マーク（チェックポイント）として2029年（70期）ま
でに1,430t-CO2e、2046年（創業100年）には0t-CO2e（
Zero Carbon）を達成するという、野心的な目標を設定
し、日々挑戦し続けています。
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マテリアルフロー

INPUT OUTPUT

生産活動におけるマテリアルフロー

2024年度実績

Scope3Scope1Scope2

製紙会社
再生処理工場

回収

加工・梱包・保管・積込
（営業所）

出荷輸送

持込

営業所使用エネルギー

購入電力合計 1,092,932kwh

内 非化石証書
付電力

939,785kwh

内 通常電力 153,147kwh

太陽光発電 16,487kwh

重機燃料
（軽油）

67,091ℓ

車両使用エネルギー

車両燃料
（軽油）

478,524ℓ

※自社による出荷輸送分含む

ＣＯ２排出量

電力由来 59.73t-CO2e

内 非化石証書
付電力

0.00t-CO2e

内 通常電力 59.73t-CO2e

太陽光発電 0.00t-CO2e

軽油由来 1423.12t-CO2e

廃棄物量

産業廃棄物 62.35t

再生資源・有価物
（古紙・廃プラ等）



基本方針
斎藤英次商店は顧客・従業員・地域社会などの利害関係者の立場を踏まえ、正確な情報開示
ならびに透明性の向上に努めております。 公正かつ迅速な意思決定を行い健全な経営に取
り組むために取締役を設け、また年一回外部機関による監査を実施し、個人情報を適切に保
管・管理してコーポレート・ガバナンスのさらなる充実を図ります。

項目 目標 実績

クレーム件数 13件以下/年 14件

品質教育訓練 246回以上/年 197回

委員会活動実績

個人情報保護管理委員会

品質管理委員会
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基本方針
1．古紙をより高く買いより安く売るために全力を尽くします。
2．顧客のリサイクルを容易にする研究開発を行います。
3．顧客満足の絶え間ない向上を目指し、顧客価値を高める製品・サービスの継続的改善を
 実施します。

4．品質管理は、商品・サービスだけではなく、接客、収集運搬、計量、事務、などを範囲
 にします。
5．この品質方針を達成する為の、品質目標を設定し、進捗管理を行います。

全社員は品質向上及び目標を理解し、顧客満足を獲得するようそれぞれの役割を実行します。
全社員は品質管理手順書を順守します。

個人情報保護マネジメントシステムの審査を行い、
「JISQ15001」の登録証を獲得しています。

また、KJMJK（機密情報抹消事業者協会）の
正会員になっており、年に一度自己点検を実施、

結果を協会へ報告しています。
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基本方針
職場における従業員の安全と健康を確保、快適な職場環境を形成するために労働災害の防止
基準の確立、責任体制の明確化、自主的活動の促進の措置を推進しています。

項目 目標 実績

平均所定外労働時間 20.62時間以下 19.16時間

ドライバー平均所定外労働時間 30.26時間以下 24.09時間

平均有給休暇利用率 83％以上 84％

連続休暇取得率 22％以上 28％

BMI 25.19以下 24.10

事故労働災害数 41件以下/年 51件

故障数 93件以下/年 139件

5S活動とは
5Sとは職場環境改善のために「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「躾（しつけ）」の5つの
観点から行われる取組や活動を意味します。古くは工場や病院などで取り入れられていまし
たが、今やさまざまな業種で5S活動が推進されています。
作業効率向上や安全性の確保のため、委員が主導して「整理」「整頓」「清掃」の3つを行
い、日々私たちの働いている環境を改善しています。

安全衛生委員会

5S管理委員会

サステナビリティ委員会

全社で「ISO14001」に基づく環境マネジメントシステムを構築していま
す。
そしてシステムが適切に運用されているか、外部研修を受けた社内監査
員による内部監査に加え、認証機関による外部監査を定期的に実施し、
システムの継続的改善に取り組んでいます。
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売上高 売上総利益

従業員男女比率従業員数

財務・非財務ハイライト
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ウィンターカップ

ウィンターカップをはじめとした地域のスポーツイベントへの協賛・
支援を行い、未来を担う子どもたちがのびのびと挑戦できる環境
づくりに貢献しています。

ラグビー マッチデー

「NTTジャパンラグビー リーグワン2023-24」

 オフィシャルパートナーとして、「NECグリーンロケッツ東葛」を
応援しています。
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Sports
スポーツ共催
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高校女子ラグビー

高校生女子15人制ラグビーの交流試合、「ガールズラグビーフェス
ティバルかしわ」の共催を行い、スポーツを通じた青少年の健全な
成長を支援し、地域のつながりを深めます。

高校生ゴルフ大会

“世界に通用し、世界から尊敬されるプレイヤーの育成”を理念に
掲げるTHE ROYAL GOLF CLUBを支援し、地域社会ととも
に歩み、持続可能な未来のために貢献していきます。



13

e-sports
eスポーツ

ORB GARDENのスポンサーとしてイベントに参加し、

eスポーツの業界の発展に貢献しています。
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Academy
ecoアカデミー

リサイクルの楽しさを知ってもらうため、

主に小学生を対象に簡単なクイズや紙漉き体験などの教育普
及を行っています。
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Development
新商品・新規事業アイデア

古紙回収だけにとどまらず、新たな成長が期待できる再生資
源の新商品・新規事業の開発を行っています。

会議で出たアイデアは465件、市場投入したのは2件です。

今期「PCの回収もしてほしい」という顧客の声をもとにパソ
コンのデータ抹消・回収サービス「パソメル」を実装しました。
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国立科学博物館

歌舞伎座

東京ドームシティ
野球観戦

Education
「知性とセンスを高める」 研修

全社員から希望者を募って芸術作品や催し物をみる「知性と
センスを高める」活動を数ヶ月に1度行っています。



商 号 株式会社 斎藤英次商店

所 在 地 千葉県柏市柏6-1-1 流鉄柏ビル3F

連 絡 先 support@saito-eiji.co.jp

創 業 1946年3月1日

設 立 1959年11月17日

資 本 金 1億5,700万円

役 員
代表取締役：斎藤 大介
取締役：斎藤 元司、森塚 伸
監査役：斎藤 英三

従 業 員 142名（2024年12月時点）

事業内容

1.製紙原料及び製袋原料の販売
2.和洋紙類の販売
3.一般廃棄物再生にかかる事業
4.産業廃棄物収集運搬
5.一般廃棄物収集運搬
6.一般貨物運送業
7.前各号付帯する一切の事業
8.袋詰め等軽作業・手作業の請負（内職業務）

全国製紙原料直納商工組合 ／ 関東製紙原料直納商工組合 ／

各市町村再生資源組合 ／ 各市町村商工会議所 ／

NPO法人 かしわ環境ステーション ／ 千葉市内古紙問屋協議会
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会社概要

所属団体・組織
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事業所一覧

本社 〒277-0005 千葉県柏市柏6-1-1流鉄柏ビル3F

土浦営業所 〒300-0013 茨城県土浦市神立町3881－1

千葉営業所 〒264-0031 千葉県千葉市若葉区愛生町23

松戸営業所 〒270-2232 千葉県松戸市和名ヶ谷954-7

牛久営業所 〒300-1231 茨城県牛久市猪子町989-2

船橋営業所 〒273-0047 千葉県船橋市藤原3-19-15

流山営業所 〒270-0132 千葉県流山市駒木518

土気営業所 〒267-0056 千葉県千葉市緑区大野台2-1-6

取手営業所 〒300-1544 茨城県取手市山王1474

北茨城営業所 〒319-1556 茨城県北茨城市中郷町日棚644-95

柏沼南営業所 〒277-0922 千葉県柏市大島田2丁目18-3

内職市場
土気緑の森店

〒267-0056 千葉県千葉市緑区大野台2-1-6 
（斎藤英次商店 土気営業所内）

内職市場
柏の葉キャンパス店

〒277-0871 千葉県柏市若柴267番地1中央182街区7

内職市場
土浦店

〒300-0013 茨城県土浦市北神立町7-8
（斎藤英次商店 土浦営業所内）
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